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雨季真っ只中のブルキナファソ。村人は、朝から晩まで畑仕事に大忙しです。 
ブルキナファソで栽培されている農作物は主にトウモロコシ、花生、そして綿花。 

ブルキナファソコॵトথはとてもସがଐいと௬ਖ਼です。 
 
 

そんな、ブルキナファソの雨季にやらなければいけないこと
がもうひとつ。それは「植」です。 
砂漠化が進んでいるといわれているブルキナファソ。 
しかし人々にとって「木」はとても生活に密着したもので、
毎日の生活に欠かせません。農村部で暮らす人々は今でも毎
日「ቤ」をઞってમ৶をします。 

 
 

私のଦരであるブルキナファソ環境は、この問題にりੌिため日ႃからਂ১ᅇ఼のりഁまり
をするとともに、毎ফ雨季になると多くの植ॖঋথトを৫ಈします。 
 

私も、小学校で環境教育をষう中で砂漠化の問題について話
す機会が多くありました。 
すると、「わたしの小学校でもछひ植をしたいآ」と 
ある校শ生がってくれたのです。 
その小学校はひとクラスだけの小学校。4 ফ生 61 名。 
事前に「木を育てるためにしなければいけないことは何か」 
という話し়いをষいました。 

 
そして７月中旬、 
ひとり一本「わたしの木」を校൦に植。 
植えたあとに、放し飼いの家畜に食べられてしまう、乾季に
ਂଌでႶれてしまう、といった問題も深刻です。 
ひとりひとりが工夫を凝らして、この木を大જに育ててくれ
ることを願っています。 
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